
戸田市薬剤師会在宅委員会 
来期計画案 

H３０年３月７日 



委員会の活動の目的 

•在宅調剤の受け皿を整えるため、会員薬
局への啓蒙活動 

•会員薬局からの相談受付 

会員薬局に
対して 

•医療、介護関連の戸田市行政や他関連機
関との連携窓口 

他機関に対
して 

•地域活動として、戸田市民への啓蒙 
市民に対し

て 



目標とする状態H29 

STEP1 

STEP2 

STEP3 

在宅調剤の受け皿を整え
るため、会員薬局への啓

蒙活動 

どの会員薬局も在宅調剤
に対応できる。 

会員からの相談窓口の設
置 

会員薬局が広域医療機関
や病院から在宅調剤を依
頼された時に、十分に対
応できる方法を持ってい
る。 

会員薬局にて在宅調剤の
需要に対応できるだけの
量的なキャパシティを確
保する。 

医療、介護関連の戸田市
行政や他関連機関との連

携窓口 

 

•地域包括ケアシステム
や、行政、他関連機関対
する在宅委員の理解と認
識の共有 

•連携窓口の設置 

委員による連携窓口の拡
充 

会員薬局において、患者
ごとに起こり得る問題を
解決するために、行政や
他の関連機関と連携がと
れる。 

地域活動として、戸田市民
への啓蒙 

在宅患者訪問薬剤管理指
導（居宅療養管理指導）
の意義や有用性について
会員薬局間での認識の共
有と在宅委員による市民
への啓蒙活動（HP等） 

在宅患者訪問薬剤管理指
導（居宅療養管理指導）
の意義や有用性について
会員薬局による窓口での
啓蒙活動と在宅委員によ
る講演等の啓蒙活動 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他に意見はないか確認理解と同意



活動の具体案 STEP1 

•勉強会、情報交換会の開催 

 

どの会員薬局も在宅調剤に対応できる。 

 

会員からの相談窓口の設置 

•勉強会、情報交換会 

 

地域包括ケアシステムや、行政、他関連機関対する在宅委員の理解と認識の共有 

•ホームページで連携窓口の紹介 

 

連携窓口の設置 

•ホームページに市民啓蒙ページを作成 

在宅患者訪問薬剤管理指導（居宅療養管理指導）の意義や有用性について会員薬局
間での認識の共有と在宅委員による市民への啓蒙活動（HP等） 

•進捗の確認 

•本会での報告内容のすり合わせ 

委員会の開催 

→実施２／２１ 

→未実施 

→依頼中 

→実施済み 

→実施済み 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的活動、他案抽出



目標とする状態H30 

STEP1 

STEP2 

STEP3 

在宅調剤の受け皿を整え
るため、会員薬局への啓

蒙活動 

どの会員薬局も在宅調剤
に対応できる。 

会員からの相談窓口の設
置 

会員薬局が広域医療機関
や病院から在宅調剤を依
頼された時に、十分に対
応できる方法を持ってい
る。 

会員薬局にて在宅調剤の
需要に対応できるだけの
量的なキャパシティを確
保する。 

医療、介護関連の戸田市
行政や他関連機関との連

携窓口 

 

•連携窓口の設置 

 

•委員による連携窓口の
拡充 

•地域包括ケアシステム
や、行政、他関連機関対
する在宅委員の理解と認
識の共有 

会員薬局において、患者
ごとに起こり得る問題を
解決するために、行政や
他の関連機関と連携がと
れる。 

地域活動として、戸田市民
への啓蒙 

在宅患者訪問薬剤管理指
導（居宅療養管理指導）
の意義や有用性について
会員薬局間での認識の共
有と在宅委員による市民
への啓蒙活動（HP等） 

在宅患者訪問薬剤管理指
導（居宅療養管理指導）
の意義や有用性について
会員薬局による窓口での
啓蒙活動と在宅委員によ
る講演等の啓蒙活動 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他に意見はないか確認理解と同意



活動の具体案 STEP2 

•情報交換会の継続、拡大 
•委員による相談受付（HPによる公開） 
•在宅関連研修の企画（研修委員会） 

 

会員薬局が広域医療機関や病院から在宅調剤を依頼された時に 
十分に対応できる方法を持っている 

•問い合わせ、依頼、相談等の分担 
•受け入れ可能な薬局の把握と整理、公開、紹介 

委員による連携窓口の拡充 

•委員のケア会議への参加（傍聴） 
•委員の関連研修会への参加 

 

地域包括ケアシステムや、行政、他関連機関対する在宅委員の理解と認識の共有 

•資材の作成、提供、もしくは紹介 

在宅患者訪問薬剤管理指導（居宅療養管理指導）の意義や有用性について 
会員薬局による窓口での啓蒙活動 

•委員の講演の実施（健康まつり） 

在宅患者訪問薬剤管理指導（居宅療養管理指導）の意義や有用性について 
在宅委員による講演等の啓蒙活動 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的活動、他案抽出



分担 

 担当者 時期 方法 

情報交換会の開催 全委員 １０月 ３月 
事前アンケートによりニー
ズの抽出、後計画、実施 

在宅関連研修の実施 全委員 １〜３月 研修委員会と連携 

受け入れ可能な薬局の把握と 
整理、公開、紹介 

金成委員 ６〜７月 
アンケートにて把握、整理 

HPにて公開 
相談受付時紹介 

資材の作成、提供、もしくは紹介 江口委員  ８〜１０月 
資材の作成もしくは紹介 

会員薬局で配布 

委員の講演の実施（健康まつり） 篠原委員 １１月 講演 

委員活動の報告 野口委員長 ６月総会にて 



来期のスケジュール 

４月 
５月 
•委員会 

６月 
•定期総会 ７月 ８月 

９月 
•委員会 

１０月 
•情報交換会 

１１月 
•健康まつり 
•委員会 

12月 １月 
２月 

•委員会 

３月 
•情報交換会 

        研修会 



・今期活動予算の検討 

会議費用 

＠￥２５００ 

４回実施 

￥１００００ 

情報交換会費用 

＠￥４０００ 

２回実施 

￥８０００ 

資材作成費用 

￥５００００ 

研修参加費 

＠￥３０００ 

４回実施 

￥１２０００ 

その他行動費 

￥１００００ 

計 

￥ 90000     
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